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豊
橋
市
職
労
を
は
じ
め
市
民
団
体
と
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
た
�
２
０
１
１
春
フ
ェ
ス

タ
�
が
、
５
月
１５
日
、
豊
橋
駅
南
口
駅
前
広
場
で

開
催
さ
れ
、
２
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
地

元
産
の
新
鮮
野
菜
や
う
ず
ら
食
品
な
ど
の
販
売
、

学
校
給
食
調
理
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
ソ
フ
ト

め
ん
の
試
食
」、
大
道
芸
や
和
太
鼓
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
企
画
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
街
な

か
に
賑
わ
い
を
つ
く
り
だ
し
ま
し
た
。

地
産
地
消
を
広
め
、
街
な
か

を
元
気
に
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

春
フ
ェ
ス
タ
は
、
今
年
で
５
回

目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
東

日
本
大
震
災
直
後
で
も
あ
り
、

震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

も
か
ね
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。会

場
で
は
、
震
災
募
金
を
募

り
な
が
ら
、
被
災
地
へ
の
経
済

効
果
を
期
待
し
て
、
岩
手
県
の

海
鮮
物
を
は
じ
め
東
北
地
方
の

物
産
も
販
売
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、「
家
族
、
子

連
れ
で
楽
し
め
る
企
画
が
多
く

て
良
か
っ
た
。
特
に
コ
マ
や
け

ん
玉
な
ど
で
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
て
子
ど
も
が
夢
中
に

な
っ
て
い
た
」「
パ
ネ
ル
や
署

名
な
ど
を
通
し
て
市
の
職
員
の

仕
事
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

東東
三三
河河
ナナ
ーー
スス
ウウ
ェェ
ーー
ブブ

にに
１１
００
００
人人
がが
参参
加加

東
三
河
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
も

同
時
に
開
催
さ
れ
、
東
三
河
の

医
療
労
働
者
約
１
０
０
人
が
集

ま
り
医
療
制
度
の
充
実
と
医
療

労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
を

訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
募
金
、
署

名
活
動
、
デ
モ
す
べ
て
初
体
験

で
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
声
を
か
け
る
と
市
民
の

方
も
話
を
聞
き
、
署
名
を
し
て

く
れ
ま
し
た
」「
パ
レ
ー
ド
で

街
を
歩
い
た
時
、
労
働
組
合
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
自
分
た
ち
の
労
働
条
件
は

自
分
た
ち
で
改
善
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�、多くの人で賑わった春フェスタの会場は笑顔
があふれます。�、安全・安心の医療をと署名に
とりくむ、豊橋市職労病院支部のみなさん。�、
被災地を支援しようと物産販売

住
民
の
く
ら
し
を
守
り
、
安

全
・
安
心
の
公
務
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
め
ざ
し
た
、「
春

の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
５

月
１７
日
〜
２０
日
、
愛
知
県
を
含

む
、
県
内
す
べ
て
の
自
治
体
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

１７
日
の
稲
沢
・
あ
ま
コ
ー
ス

で
は
、「
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
救
援
で
、
自
ら
も
被
災
し

た
職
員
が
昼
夜
分
か
た
ず
奮
闘

し
て
い
る
。
構
造
改
革
路
線
や

自
治
体
合
併
で
職
員
が
減
っ
て

お
り
、
復
興
に
も
暗
い
影
を
落

と
し
て
い
る
。
自
治
体
の
役
割

が
改
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い

る
」
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら
趣

旨
を
説
明
。
そ
の
上
で
、
自
治

体
が
直
接
雇
用
す
る
臨
時
・
非

常
勤
の
最
低
賃
金
を
時
間
額
１

０
０
０
円
以
上
、
日
額
７
５
０

０
円
以
上
、
月
額
１６
万
円
以
上

に
す
る
こ
と
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
必
要
な
人
員
を
正
規

職
員
で
確
保
す
る
こ
と
。
公
契

約
条
例
の
制
定
な
ど
、
２８
項
目

の
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、「
合
併
に
よ
る

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、
職
員
の
効
率
的
配
置
や
業

務
改
善
に
努
め
る
」（
あ
ま
市
）

な
ど
の
回
答
に
対
し
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
か
ら
、
効
率
一
辺
倒
の

人
員
削
減
を
行
わ
ず
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
の
正
規

職
員
に
よ
る
人
員
確
保
を
求
め

ま
し
た
。

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
２
自
治
体
と
も
、「
市
町

村
単
位
で
は
な
く
、
近
隣
市
町

村
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
」
と
し
、「
国
・
県
に
対
し

て
防
災
計
画
の
見
直
し
を
要

請
。
抜
本
的
な
見
直
し
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
」と
す
る
な
ど
、

多
く
の
自
治
体
で
友
好
的
な
懇

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稲沢市との懇談のようす

政
府
は
、
５
月
１３
日
、
全
労

連
公
務
部
会
と
の
交
渉
で
、
２

０
１
３
年
度
末
ま
で
国
家
公
務

員
の
俸
給
・
一
時
金
の
１０
％
削

減
を
提
示
し
、
今
国
会
中
で
の

法
案
成
立
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

政
府
は
今
回
の
削
減
を
「
極

め
て
異
例
の
措
置
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
客
観
的
な
根
拠
な
ど

を
示
さ
ず
、
労
働
基
本
権
制
約

の
も
と
で
賃
金
の
引
き
下
げ
の

強
行
は
、
憲
法
違
反
で
す
。

引
き
つ
づ
く
１７
日
の
交
渉
で

も
、
撤
回
す
る
ど
こ
ろ
か
、
何

ら
根
拠
を
示
さ
ず
、
別
記
の
提

示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
財
務
省
は
公
務
員

賃
金
引
き
下
げ
を
理
由
に
、
地

方
交
付
税
の
給
与
充
当
分
１０
％

削
減
を
お
こ
な
う
と
い
う
報
道

が
さ
れ
る
な
ど
地
方
自
治
体
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
重

大
な
問
題
で
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復

興
・
復
旧
で
、
被
災
地
は
も
と

よ
り
全
国
の
公
務
労
働
者
が
、

被
災
者
の
救
援
活
動
、
各
地
の

避
難
所
の
運
営
や
維
持
管
理
、

道
路
や
港
湾
の
改
修
、
上
下
水

道
の
確
保
な
ど
被
災
地
の
復
旧

に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
公
務
員
労
働
者
を

激
励
し
、
国
民
の
暮
ら
し
と
い

の
ち
を
守
り
、
働
き
が
い
の
あ

る
公
務
職
場
を
実
現
す
る
た
め

に
、賃
金
削
減
の
撤
回
に
向
け
、

職
場
か
ら
反
対
の
決
議
、
世
論

を
広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一般職国家公務員の給与削減支給措置要綱（案）要旨

� 俸給月額、俸給の特別調整額、期末手当および勤

勉手当の支給減額率

１、俸給月額

� 本省課室長相当職員以上（指定職、行（一）

１０～７級） ▲１０％

� 本省課長補佐・係長相当職員（行（一）６～

３級） ▲８％

� 係員（行（一）２、１級 ▲５％

※１ 平成１７年給与法改正法附則第１１条の規定によ

る俸給（給与構造改革に伴う経過措置額）につ

いても、俸給月額と同率で減額

※２ ５５歳超職員の給与減額措置（▲１．５％）適用

後の俸給月額等についても、同額で減額

２、俸給の特別調整額（管理職手当） 一律▲１０％

３、期末手当及び勤勉手当 一律▲１０％

� 給与減額支給措置の期間の終期

平成２６年３月３１日
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地地域域をを！日日本本をを！！
元元気ににすするる

今
こ
そ
自
治
体
の
役
割
の
発
揮
を

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン



（２）自治体 あいちの仲間２０１１年５月２５日 第１０２７号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

県
本
部
保
育
所
部
会
が
毎
年

企
画
す
る
若
者
企
画
は
、
各
単

組
か
ら
実
行
委
員
を
募
り
、「
保

育
に
役
立
つ
学
習
が
し
た

い
！
」「
担
当
年
齢
で
交
流
し

た
い
！
」と
意
見
を
出
し
合
い
、

準
備
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
５
月
１４
日
、
北
名
古

屋
市
文
化
勤
労
会
館
で
、
埼
玉

よ
り
永
谷
郁
夫
氏
・
涼
子
氏
を

お
招
き
し
、
念
願
の「
さ
く
ら
・

さ
く
ら
ん
ぼ
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」

を
メ
イ
ン
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

「
や
り
た
い
！
」と
長
年
思
っ

て
い
た
こ
と
が
実
現
し
、
当
日

は
１
５
７
人
が
参
加
！
こ
れ
ま

で
で
一
番
多
く
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。

歌
で
始
ま
り
ゆ
っ
た
り
と
体

も
心
も
ほ
ぐ
し
、
手
を
つ
な
い

で
歌
に
あ
わ
せ
て
動
い
た
り
、

ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
走
っ
た

り
、
跳
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

「
保
育
者
は
子
ど
も
に
と
っ

て
か
っ
こ
い
い
見
本
と
な
る
」

の
が
リ
ズ
ム
あ
そ
び
の
基
本
な

の
で
、
足
の
動
か
し
方
や
走
り

方
、
動
物
な
ど
に
な
り
き
る
こ

と
な
ど
を
学
び
、
参
加
者
は
真

剣
に
と
り
く
ん
で
い
ま
し
た
。

担
当
年
令
別
交
流
会
で
は
、

若
手
の
保
育
者
同
士
、
日
頃
の

悩
み
を
打
ち
明
け
「
う
ち
の
園

で
は
こ
う
し
て
る
よ
」
と
経
験

な
ど
を
出
し
合
い
、
交
流
し
ま

し
た
。

来
年
も
「
学
び
た
い
！
」
思

い
を
集
め
、
楽
し
い
企
画
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

参加者は全身を使ってリズムあそびを学びます

５
月
１５
日
、
県
本
部
第
１８
回

囲
碁
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１９
人
が
出
場
。Ａ
の
部（
有
段
）、

Ｂ
の
部
（
級
）
に
分
か
れ
て
対

戦
し
、
白
熱
し
た
対
局
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

囲
碁
Ａ
の
部
は
、
鳥
居
信
一

さ
ん
（
豊
川
市
職
労
）、
Ｂ
の

部
は
北
川
峰
孝
さ
ん
（
名
水

労
）。
将
棋
Ａ
の
部
は
広
田
英

也
さ
ん
（
名
古
屋
市
職
労
）、

Ｂ
の
部
は
中
西
教
和
さ
ん
（
名

水
労
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

囲
碁
Ａ
・
将
棋
Ａ
の
上
位
３

人
は
６
月
４
日
の
東
海
北
信
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
、
全
国
大
会
出

場
を
か
け
、
他
県
代
表
と
対
戦

し
ま
す
。

自
治
労
連

����� 安くて
安心

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

学学
ぶぶ
っっ
てて
素素
晴晴
らら
しし
いい

２０１１年
勤労者通信大学
受講生募集中
・基礎コース
・憲法コース
・労働組合コース
※県本部、受講料助成します

�
�
�
�
�
�
�
�

囲囲
碁碁
ＡＡ
のの
部部

優

勝

鳥
居

信
一

（
豊
川
市
職
労
）

準
優
勝

加
藤

重
元

（
中

水

労
）

３

位

小
林

哲
広

（
名
古
屋
市
職
労
）

将将
棋棋
ＡＡ
のの
部部

優

勝

勝
広
田

英
也

（
名
古
屋
市
職
労
）

準
優
勝

安
富

徹

（
名
古
屋
市
職
労
）

３

位

福
島

隆
夫

（
名

水

労
）

囲囲
碁碁
ＢＢ
のの
部部

優

勝

勝
北
川

峰
孝

（
名

水

労
）

準
優
勝

大
矢

晃

（
名
古
屋
市
職
労
）

３

位

良

光
裕

（
名
市
病
職
労
）

将将
棋棋
ＢＢ
のの
部部

優

勝

勝
中
西

教
和

（
名

水

労
）

準
優
勝

盛
田

幹
夫

（
名

水

労
）

３

位

清
水

茂
孝

（
名

水

労
）

１
０
２
３
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
ソ
ウ
シ
ュ
ン
フ
」
で
し

た
。
１２
通
の
応
募
が
あ
り
、
１１

通
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

各
務

芳
巳（
名
古
屋
市
職
労
）

加
藤

寿
子（
学
事
労
）

重
藤

新
子（
学
事
労
）

石
黒
亜
基
子（
豊
橋
市
職
労
）

神
田

達
弘（
豊
橋
市
職
労
）

近
藤

裕
一（
豊
橋
市
職
労
）

山
本

新
也（
豊
橋
市
職
労
）

杉
浦

智
子（
半
田
市
職
）

梶
田

秀
樹（
春
日
井
市
職
労
）

山
岡

正
近（
春
日
井
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

６
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

国民平和大行進 メインコース表
桜丘高校（歓迎集会）
１７：００～１７：３０

蒲郡市役所
１７：２０～１８：０５

コープ安城よこやま
（くすのきハウス）
１５：２０～１５：３０

�豊田市役所 → 繁華街を一周 → 豊田市役所
１８：００～１８：２０ １９：００～１９：２０

刈谷市役所
１６：４５～１７：１０

春日井市役所
１５：３０～１６：１０

春日井・豊山など、その他４コース

ピースアクション
（若宮ひろば）
１２：３０～１５：００

名古屋市内集中行進（その他１２コース）

東海市役所
１５：００～１５：３０

名鉄西春駅前広場
１６：３０～１６：４５

ＪＲ稲沢駅ロータリー
１７：００～１７：３０

守山生涯学習センター
１６：３０～１７：００

江南市役所
１６：４０～１７：００

各務原市民プール横 （引継集会）
１２：１０～１２：３０

湖西西部公民館
（静岡から引継）１１：００

御津支所（昼）
１２：３５～１３：２５

白山神社（昼）
１２：２０～１３：５０

野田公園（昼）
１２：３０～１３：５０

美濃町公民館（昼）
１２：００～１２：５０

西柳公園（昼）
１１：３０～１２：２０

知多市役所（昼）
１２：００～１３：００

総合福祉センター（昼）
１２：１０～１３：１０

稲沢市平和支所（昼）
１２：００～１３：００

尾張旭市民会館
１２：００～１３：００

一宮市役所（昼）
１２：４０～１３：４０

�豊橋市役所
８：１５～８：４５

�豊川稲荷公園
８：４５～９：２５

�両町公園
（岡崎市役所北東）

９：００～９：２０

知立市役所
９：３０～９：５０

�小牧市役所
９：００～９：３０

�中村公園
９：００～９：３０

常滑市役所
８：３０～９：００

名古屋市役所
８：１０～８：３０

津島市役所
９：００～９：３０

瀬戸市役所
９：３０～１０：１５

岩倉市役所
８：３０～９：００

扶桑町役場
８：３０～８：５０

５／３１
（火）

６／１
（水）

６／２
（木）

６／３
（金）

６／４
（土）

６／５
（日）

６／６
（月）

６／７
（火）

６／８
（水）

６／９
（木）

６／１０
（金）

６／１１
（土）

悩みや思いを語り合う担当年齢別交流会

県県本本部部保保育育所所部部会会・・若若者者企企画画
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県
本
部
第
１８
回
囲
碁
将
棋
大
会

●１冊協力金 ５００円
●申込先／自治労連愛知県本部


